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○2012年6月23日（土） オープン戦

対湘南高校戦（湘南高校グランド）

〇2012年6月23日（土） オープン戦

対二宮高校戦（湘南高校グランド）

○2012年6月24日（日） オープン戦

対逗子高校戦（逗子高校グランド）

○2012年6月24日（日） オープン戦

対横須賀明光高校戦（逗子高校グランド））

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Ｒ

藤沢清流 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

湘 南 0 0 1 0 1 0 0 3 × 5

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Ｒ

二 宮 0 0 0 0 0 2 4 1 1 8

藤沢清流 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Ｒ

藤沢清流 1 1 0 0 5 0 0 2 3 12

逗 子 0 1 0 1 0 0 0 0 0 2

TEAM 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 Ｒ

横須賀明光 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

藤沢清流 1 2 3 0 7 3 2 0 × 18

＜編集部より＞

3月11日から6月24日までの試合結果を掲載しました。

計55試合で17勝37敗1分（内公式戦2敗）という結果でし

た。春先の投手陣の故障などにより結果としては負けが

多くなっているようです。打撃陣も好不調の波があるよ

うですが、ひとたび波に乗れば大量得点も取れる打力を

持っており、夏の大会では打撃陣の奮起に期待したいと

思います。また、投手陣も故障から復帰してきているな

ど、チーム状況は良い方向に向かっているかと思われま

す。残り時間の中でのさらなる奮起を大いに期待して、

応援したいと思います。

「藤沢清流高校」
◇投手

185㌢のエース山田は右の本格派で手足の長さで打者を惑わす。制球に不安が残る。右スリークォーターの

橘田（178㌢）は昨秋から投手を務め球のキレで勝負する。1年の小野、井上弘は将来が楽しみな存在だ。

◇攻撃・守備

1番橘田、3番佐藤からの南部、山田、菅井は3割打者。控えの梅田、河村は成長著しく、三浦晃は右方向へ

の長打がある。内野は捕手の佐藤が要。二塁石原は昨年の経験がある。外野は萩原を中心に2年生で固めた。

◇ここに注目

再編統合3年目。サッカー部は関東大会県予選で男子が優勝し、女子が準優勝と強豪に成長。若いチームの

野球部も活躍に続きたい。

◇ベンチ入りメンバー

[投]山田 海 ③ [捕]佐藤 怜治➌ [一]菅井 涼汰② [二]石原 史也③ [三]橘田 和樹②

[遊]高橋 揺也② [左]南部 航 ② [中]萩原 健太② [右]三浦 大輝② [補]上田 翔夢③

[補]小野 希世紀① [補]三浦 晃輝② [補]市川 友大③ [補]仲田 大輔③ [補]畠山 貴至③

[補]井上 弘貴① [補]梅田 滉 ③ [補]河村 瑞紀③ [補]三浦 航 ③ [補]井上 広伸②

「横浜清陵総合高校」

◇投手

ともに昨夏を経験する佐々木（177㌢）と柚木（175㌢）の両右腕が二枚看板。佐々木は直曲球をバランスよ

く配し、柚木は球威があり、強豪相手にも計算できる。カーブのいい右腕萩原、制球のいい左腕桑原も控える。

◇攻撃・守備

主将山田が打線をリード。小細工が利く朝倉がつなぎ、確実さと長打力のある込山、柚木、石田の中軸でか

えす。守備は捕手石井、遊撃朝倉、中堅石田の中心線が堅実。上遠野はチーム一の強肩。努力家飯島が盛り上

げる。

「平塚学園高校」

◇投手

２年生エースの熊谷（179㌢）は右上手からの135㌔超の直球と、カーブやシンカー、チェンジアップなど多

彩な変化球を持つ。長谷川は直球に威力。左横手の齋藤はナチュラルシュートとスライダーで打者を惑わす。

◇攻撃守備

捕手小道、森谷、沼田の二遊間、中堅角井のセンターラインは堅く、守りに隙はない。2年生の主砲大谷が

けん引する打線は、冬の筋力トレーニングの成果でパワーアップした。下位からも本塁打が飛び出す強力打線

だ。


